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文部科学省 学術フロンティア推進事業｢可変波長高輝度単色光源の高度利用に関する研究｣ 

シンポジウム｢赤外自由電子レーザーとパラメトリック X 線 利用研究の進展｣ プログラム 

 

2 月 時刻 スケジュール 

10：00 ～ 10：05

10：05 ～ 11：35

 

11：40 ～ 12：00

開会挨拶 

施設報告： I～III 

(座長：佐藤勇、日本大学大学院総合科学研究所)

研究分担者責任者会議 

(司会：佐藤勇、日本大学大学院総合科学研究所)

 昼食 

13：00 ～ 13：45

 

13：45 ～ 14：30

 

 

 

14：45 ～ 16：00

 

 

16：15 ～ 17：45

特別講演 I： 野村昌治 (KEK 物質構造科学研究所：教授) 

｢X線吸収微細構造（XAFS）研究の進展－時分割XAFSを中心として－｣ 

特別講演II： 山本寛 (日本大学理工学部：教授) 

｢スーパーダイヤモンド合成を目指して｣ 

(座長：早川恭史、日本大学量子科学研究所)

〔 コーヒーブレイク 〕 

一般講演： O1-1～5 

(座長：寒河江登志朗、日本大学松戸歯学部)

〔 コーヒーブレイク 〕 

ポスターセッション 

 

 

 

 

 

23 日 

(金) 

18：00 ～ 20：00 懇親会 

10：00 ～ 11：15

 

 

11：30 ～ 12：15

 

一般講演： O2-1～5 

(座長：早川建、日本大学量子科学研究所)

〔 コーヒーブレイク 〕 

特別講演 III：寒河江登志朗 (日本大学松戸歯学部) 

「LEBRA-PXR を利用した研究成果」 

（座長： 宍倉文夫、日本大学医学部）

 昼食 

 

 

 

 

 

 

24 日 

(土) 13：15 ～ 14：30

14：30 ～ 14：45

 

 

15：00 ～ 16：00

 

 

16：15 ～ 16：45

 

一般講演： O2-6～10 

施設報告: IV 

       (座長：田中俊成、日本大学量子科学研究所)

〔 コーヒーブレイク 〕 

施設内解析装置の説明 

(司会: 奥山克彦、日本大学工学部)

〔 コーヒーブレイク 〕 

ユーザーミーティング 

(司会： 山本寛、日本大学理工学部)
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